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19世紀におけるヨrロッパ統合構想の展開
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はじめに

　73年1月1日を期してヨ」pッパ共

同体（European　Community，　Com．

munaut6s　Europ6ennes，　Einrop5ischen

Gemeinschaft）は，イギリス，アイル

ラソ5“，・デン々一クの3ヵ国を加え，

2億5」400万の人口からなる拡大共同

体として新たな歴史のぺV一・一ジを開いた

が，経済同盟化を果たしたのちも，関

税一括引下げ交渉や国際通貨制度改革

をめぐる多国間交渉などですでに立証

されているように，今や国際経済上の

重要な交渉単位として，また国際政治

上軽視することのできないアクターと

して，米・ソ・中・日とならぶ5極の

1つにまで数えあげられるほどの実力

を備えるにいたった。そればかりか，．’

昨年10月パリ．で開催された拡大EC　g．

国国首脳会議では，igSO年までに経済

通貨同盟の完成と政治統合の実現≠単

一・ｭ治共同体の創設について合意に達

し，米・ソ支配の2極システムた従属
　　サブ　システム
する下倖体系としての“ヨ「十二パ”

の地位から，国際政治過程で米・ソ・

’中と対等の発言力を確保しつつ第三世

界たまで政治的影響力を浸透させうる

能力をも備えた，大システムの地位へ

と飛躍しよう・としている。しからば∴

このようなECの驚異的な発展を促し
た秘密はどこにあやのであろうか。多

極構造の定着ととも』に地域主義的傾向

が強まりつつある国際環境のなふで，・

世界の関心が，“20世紀における荘大

錦験’“第2ρルネ・サγス”乏呼

ばれるEC・の統合運動の行方に注がれ

ろめも理由ρないことではない6』

　しかし，発足以来15年間にわたる発

展の歴史め裏では，政治統合』ヨー官
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ツパ合衆国　（the　United　States　of

Edrope）’の建設を志向する理想主義酌

な潮流と国家主権の維持に固執する傾

向との間に，激しい対立・抗争が繰り

憂えされたのも事実である。それは，

時にはヨt一’・Ttッパ統合のあり方をめぐ．

る理念論争の形をとるζ・ともあれば1・

また時には共通農業政策の画定過程で

みちれたように，具体的な画策課題を

めぐっ．てたたかわされるなど，、さまざ

．まな環境のなかで多様な形態をとりな

がら展開されたが，いずれにしても72

重め尿P首脳会談で政治統合の完成を．

日程イヒするところまでこぎつけたこと

．は，結果的にはヨー一　Ptッパ統合主義者

の勝利を意味するとしても，耳C発足

以来・5輔の歩みは，韓璽鴎利
益の対立によって色彩られてきたとい

哀零う。、したがってすでに“引遅し不

能点1’にまで到達したECカミ，利益対、

、掌の灘を減少させながら・メケジ

ユrルギ零り政治統合計画を実現す

るには，これまで以上に各機能的セク、

タ、一における各国誉め政策的平準化へ

の努力が要請されると同時に，、D・シ

爵ヤソスキーも指摘するようにr慎重・

なプラグ々ティズム」（1）に支えられた

「政治協力のためのルール作りが，急が

れなければならないであろう6

　当館ではすでに，調査及び立法考査

肩で昭和37年にEEC調査委員会を設
置して以来138年にrEECの課題』（調

－査資料62－4），39年には『E耳Cをめ

1ぐる諸問題』（調査資料63－5），4Q年に

、は『EECの動向』（調査資料64－9），

42年には・『第三段階を迎えたEEC』

（調査資料66－3）を刊行して，EECの

当面する諸冑題を多面的な角度から調

査した結果を公表してきたが，本稿で，

はこれちの調査資料で部分的にしか触

れられなかったヨー一　Pッパ統合運動史

の側面について，丁当館所蔵の文献を中

心としながらもなお未所蔵の文献の所

在を明らかにしつつ，いま少し詳細に、

わたって論及してみたいと思う’。’本稿

ではそ¢》第1回として，・さきにも指摘

した現在のECの発展を促した要因の

1つである，歴史的・思想的な背景に

焦点を合わせ，特に19世紀における思

想家，政治家，文学者等の享一官ッパ

統合論の内容を紹介してみたい。本稿

に紹介する諸種の文献が，ヨ・L・Pッパ

統合運動史め解明に役立つ素材とし

て，また、ヨー恥パ統合思想の系譜を

たどる手がかりとして，多少な：りとも

利用される機会がふえれば，筆者の望

外㊧喜びである。

　注

（1）　Le　Monde　diPlomatigue，　19　ann6e，

　NO　224，　novembre　1972．　p．　4．　（Z92－

　19）（以下脚注のカヅコ内は当館請求記号）

1　ヨーロッパ統合運動前史

　ヨーPtッパ統合運動は，戦後にわか

に沸きおこったものではなく，古くぼ

．古代ギリセや時代に神殿擁i護のために

結んだといわれる近隣予州からなる同

盟（amphictY，ony）にそり理念的原型
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を認めることができる（1）。その後のヨー

一官ッパ史をみても，武力による帝国

の建設をめざす運動やキリズト教世界

の統プをめぐる理念のなかに，ヨー官

ッパを中心とした連合案や連邦構想の

萌芽をみてとることができる（2）。わけ

てもヨご㌔ロッパ統合運動の歴史的・思

想的背景を知るうネで見逃すことので

きないのは，中世から近代にかけて輩

出した多くの思想家・政治家によるヨ

ー官ヅパ統一構想である。もちろんこ

㌔れらの構想は，時代と思想的背景の違

いにより，内容的に相当の差があるこ

とは否めないが，宗教的・文化的に一

体化された平和なヨーロッパ社会を創

造することを目標としている点では共

通していた（3）。紙幅の関係上1本稿で

はこの頃のヨー＃ッパ統一思想にわい、

て検討の筆を及ぼす余裕はないが，い

ずれにしてもこの頃にあらわれた平和辱

思想，とりわけカントやルソ「やベン

』サムなどの平和思想に承れる，近代合

理主義と啓蒙主義思想に裏づけられた
コス　モポリタニズム

世界市民意識こそが，その後の統合運

動を支える精神的前提となったという

意味で，かれらの統一構想はヨー戸ッ

パ統合運動史のなかでも先駆的な思想

として位置づけられてよいし，今なお

ヨー官ッパ統合主義者といわれる人々・

Q思想と行動に発展的に受け継がれて

いると’k・えよう。－

　尋方19世紀に入ると，フランス革命

戦争とナポレオン戦争の紅軍によって

神聖同盟を基礎とするいわゆるウィー

：ソ体制が確立され，ヨー＃ッパは列強

間の安定した勢力均衡に支えられなが．『
　　　　　　　　　コンサ　ト　オブロユ　ロップ　ら
ら，半世紀におよぶ全般的平和の∴、

時代を迎えることとなった。しかしウ　

イ色ン体制を支えた王統的体質は，自馳

由主義やナショナリズムの伸張を許さ

なかったため1かえってその反動とし一

て，耳一州ッパ各国における共和主義・

運動やナショナリズムの高揚を促進さ

亀せ，さらには社会主義思潮の浸透を促

す誘因となった。したがって19世紀に

おける統二思想はおのずと共和主義思

想や社会主義思想に底礎されだ形で展．ヒ

開され，．他面においてナショナリズム

運動に内包された熱情主義に影響され

ながら展開されざるをえなかった。こ

のことはユ9世紀における統一思想がサ

：ソe．シモン（Claude　Henri　Comte　de

Saint二Simon）やブルードン’（Pierre

Joseph　Proudhon）らの社会主義者（4），

マッチー一二（GiusepPe　Mazzini）らの

共和主義的民族主義者，さらにはユー

ゴー（Victor　Marie　Hugo）やコント

（Auguste　Comte）らの文学者や哲学

者によって担われた点をみても明らか

である。たしかに19世紀における統一

’思想は，17・18世紀のそれと比・ドて，’

共和主義思想や社会主義思想の延長上

で弔えられているため，全体性と体系

性に欠け，どうしても本来の共和主義

思想や社会主義思想の後景に押し込め

られがちであることは否めない。しか．

し，他方でかれらの思想がやがて来る

ヨーロ。パ統合運動の華やかな開幕を

準備する饗導的な思想として多くの貢

献を果たしたことも杏定できない。こ
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　　　　　　　　　　　　1’

　⑳ヒとは特に20世紀前半か、ら中期にか

　けて時には政権を掌握した多くの社会

．t・
蜍`者が，自らの政治目標としてヨー、

　只ッパ統合を掲げ，・忌葱・実践の両面

に麺？・て活騨たやう事実に回し
1て画師あるr5）・なかでも｝・・テγ・’

　シモンやプルードシらの統一一：一‘構想は，1

1ヨ』吟パ搬閣のケ方咽頭凋．
　零れるよう』に：なった∴ヒオン。ブルム、

　や等リオらフラン：ズにおける代表的な

　・社会犀主主義者の思想的原型になつ．fo、

晒臆晦⑳聴三面輝無〆
　．冠するごとはできない。．．

、t
白香D

（岬i・hg・1瑚9・i・§ky；惣纏晦
　　吻・細・w、Y・・k・1　M・・m111馬肥♀・5・

　　p．2．（940．55－F637　i）　　「し、

　，12）古代から中世にかけてめヨー・Ptッ三三

　　構想の脚・？・トて叫戸・D・・g・r116・．

　　’E．　urope’　as　．a　HiStorical　’ConeePt．　i’n　C，

　　，．　Grove　Haines　ed：，　J，Edeopeim　lnlegraL　’

　　一／’tion．　・Balti．more，’　The，　Jbhn＄　Hopkins　・

　　・P「gss・．・　，ユ957・PP・11‘一20・－（平rH1ラ＄・）・

　　ガLgr4β1母d加yp，’The「∫叡慮θαπIdea・’、

　　．Loh．dbn，．　Weidenfeld　＆　NicOlsops　1966．

　　1pp・，IT．．16・．　（A87－51）；　Ren6．Albrecht一．

　　ρa「「16・．乃4⑳岬吻・’A・’
　　：雌・吻♂5乞・吻・L・・d・4・．S6・k・t＆’

　　War6ur’g，．・　196．5．，　’，pp．．　1‘t’69．　（A87T64）　；

　　’、　Ri・b・i・d．　．May・・⑳・・接吻吻．・f

　　一　’Europe．　London，’　Vigtor　Gollahcz，’　i963．

　　加29－37．（338．94‘M472c）参照6

、③・これらの緯構想はsl・．．嘩キリス．徽

　　世界におげる教皇権や帝権め．もつ普遍蘭

　　t，権威め後退に伴い，国家の独立性乏主権

性が確立されたと思われる16世紀以降・

　すなわち西欧国家体系もし．くは近代国際

・二会の成立しkと　．，思われる時代から，主

．’

?痩ﾆ間の勢力均衡に基づく平和Q不安、

　定性を卑服し・・永続的な平和塗保障する

　案として構想されていた。．この点で，中

　世における統一案が，．キリスト教ゐ宗教

的権威の下に世俗的権威を従属させる形．・

　での統二を構魍していteのとは，著しく

梢回している9これらの続構想の代表

　的なものどしては，三十年戦争当時の

　1623年！こ出されたEmeribρruc61による

　平和案，1638年ID　Sully公爵り手になる　’

　7ン・リ四二の：．Grahd　l）esign，・1693年頓．

Willi・m　P・nnの発表したr FE∬ay．t・一、

μ噴吻P・ρ・碗碑4「Fdrtap・・，Pea・e

Of　Euτ・ρ吻吻E・励吻・・彦ゆ・

　Euro汐ean　Diet，　Parl乞α伽窺50r　E5謝65，

　またズペイン継承戦争当時の1ケ13年に

　Abb6　d6　Saint－pierreが提唱した『ヨ’

、：’

@・lt ｽミ恒久平和案（砕・加‘’P・uf　rendre’

　la　pdix　perpecuelle　en　Europe）一，　1789

　年のJeremy召entha血によるr普遍的巨．
tt

v平和案（A　PIan　for　an　unjz，ersal

　、ana’　PerPetual　Peace）』，1795年のIm・

　manuel，　Kantによるr永久平和論（Zπ彫・

E回読爾・伽）』・などを挙げるζ≧が

』できる・ef・・Th・E・r・pr・蝉・・rm≒4・l

E・吻・・解M四一鋸・嘱ψ・∫ρ・tZ・・il’

of　Europe．　．Lon．dori，　Hdtchins．on，　1949？　”

PP・　23’28・　（L－E8t／e）

．（4）紙数の関係とすでに部分的匠紹介され’

　．ていること秀あって，　ここではダルクス

　．やレー二γ，　トロッキ・・一・らがヨー　Ptッパ

　統合の問題について抱いていた考え方を

，取Oしげな施た・なおζの牌貸て・
le：・r’ ﾏ491・d鵬⑫・・からP・37・慰

　び、Richard　MaYne，　oグCit．，　p，43．参1

一・1 S2二，



照。またレ曾ニン，トltッキーのa－Pt・

　ッパ合衆国論については，村瀬興雄「欧

　州統合の前史」〈日本国際政治学下編刊

　『欧州統合の研究』昭39，124，30P＞のう

　ちPP．7－8（Z310．5－N4），およびソ同盟

』共産党中央委員会付属マルクス・エンゲ

　ルス・噛レ」ニン研究所編rレーニン全集

　第21巻』大月書店　昭32，　PP．349－354

　（308－cL5613－S）参照。

（5）特にフラγスにおける社会主義者のヨ／

　・一・Ptッパ統合観については，　Byroh　Crid－

dJe，　’Socialists，and　Ezeropean　lntegra－

　tion：　A　Study　of　the　Freneh　Socialist

　Party．　London，　Rout！edge　and，Kegan

　Paul，1969，116　p（A56－F2L12）参照。

2　サン・シモンの統一構想

　フランス革命から第一帝政を経て王

政復古に至る無秩序と混乱の時代に生

涯を送ったサン・シモンはジオー’ウェ

ソ，フーリエと並ぶ3大空想社会主義

者の1人として，大革命後の資本主義

に内包された矛盾を打破し，生産手段

¢）公有化に基礎を置いた理想社会の実

現に実践的な情熱を傾けたが，その一一・一‘

方でほ，自ら．の学問的関心を“無政府

的”秩序の解消に向けゴ・より‘‘油磨的”

な秩序を求めて，既存社会り道果体系

や宗教体系激治体系などの、cc再組織’

の可能性を探ることに向けた（1）。その

結果かれは，ナポレオン戦争の余市冷

めやらぬ1814年に，『ヨvvヅパ国際

社会の再編について，および民族独立

を保持しながらヨーPッパ諸国民を単

一の政治的実体に結集する必要性と方

法について（De　1α　Rgbrganisation・de’

Zα506魏6E伽0ρ伽舵，　OU　de　／α　’Ne’ces，一

site’　et　des　Mayens　ae　Rassembler　les　一・

Peaples　de　1’翫プψ8、6η初z＆碗Co吻’

Politiques，一　en　conser？yant　d　chacun　”，

son．Zndtip・endenceハJationale）』を著わ

した（2）。ナポレオン戦争後のヨーPッ

パ国際社会め再編を目的として招集さ

れたウィーン会議も，　“会議は踊る，』、

されど会議は進まず”・と評された如

く，ヨー一Ptッパ全土にわたる荒廃と諸

国民の疲弊をよそに，勢力範囲の拡大

に血眼になって，「特殊利益を共通の

利益のようにみせかけて」（3）各国．の利

害を前面に押し出して主張し合ったた

め，容易に結論を打ち出せないま’ま時

の流れに身を’まかす有様であった。、こ

のような混乱めまつた葦中で本書の執

筆にとり．かかったサシ・シモンは，ウ

ィーン’ ?cめ引き出す結論を予測しな

がら，「ヨー可ッパの組織化が依拠す

べき諸原則を確立する」（4）ことを目的

としていた。「勢力均衡の概念は完全．

に誤った概念であり……それは戦争以

外のなにものをも生み出すものでは…

ない」（1）とするかれにとって，享一ロ，

ッパ再組織のための基本的原理は均衡

原理による平和保障ではなぐ，ヨ・一一　Pt

ジパ諸国民の連合に求められるべぎも

のとされた6その意味では，かれの平和　：

観は，1タレランやメッテノレニッとやカ

スレ一一ら，tt当時の代表的な政治家・外・

交官の思惑に流れていたリアリズムと

は対照的に，ユートピアニズムに支え

ちれた平和観として位置づけられる。
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　　このような平和観に導かれたサソ・、

シモンは，・「1つの政治組織によって，

すべての・9・一ロッパ諸国民を結合させ

るという理念は，決して夢想ではな

い」（6）と確信しながら，．そのヨー廿ッ

パ諸国民の運合計画を次のような内容

からなるものとして構想していた。す

なわちダかれはヨー三二ぐ統一の前提

として英仏連合の不可欠性を強調し，

「1つり政治連合を結集するのがフラ

：γスとイギリスの利益にかなったこと

℃ある61英仏連合はヨーPtヅパの再組

織に導くこととなろう。今までのとこ

ろ実際的でなかうたこの連合も，今や

，可能となった。なぜならフテンスとイ

ギリスは同一の政治原理と同’の統治

形態を有しているからこそである。」（7）

と述べ，まず最初の潔階でヨーロッパ

のなかでも最も発達した代議制度を有、

，するイギリスとフラン・スが連適して共

伺の議会を創設することが現実に即し

た方法であるt／と主張した。そしてこの

方法が成功し，英仏間の平和を恒常的

に保障するりに最も有効であるという

観念が波及的に他の諸国民の意識に浸

透していけば，全ヨー・’ oジパ的な統一
，を可能にする条件が整ケと判断したの・

である（8）。さらにかれはその統一構想

を発展させて，全ヨーPッ顕が統一さ

れる際の統治構造として，次のような

内容からなる制度を考えていた。すな

わち，’それは政治的権能を厳しく制限

された世襲君主を首長に戴く一種：の立

寒君主政体からなり，、政治的実権は専

ら二院制（一院の構成員は諸国㊧君主

tt ﾉよって指名され，他の一院のそれは

読み書きの能力と一定の財産資格を備

えたすべての布民によって選挙され

る）大ヨー・Ptッパ議会（Le　grand　par－

1・m・nt　．・p・・pe・n！、嘱するものとさ．

れていた（9）。

　こう．してサン・シモγのヨL一一　Ptッパ

統一構想は，イギリス型の議院内閣制

を基本的な統治モデルとするヨーPッ

パ連合案として展開されたが，このよ

うなかれの構想も，ウィーン体制下に

．おける列強間の熾烈なパワー’・ゲーム

の当事者であった実際政治家にはほと

んど顧みられることなく，単なる机上

のプラン，としてしか取り扱われるにす

ぎなかっ，た。しかしかれの統一理念

は，やがてフランスを中心にヨー・Ptッ

パの思想界に浸透していぎ，1867年に

「平和と自由連盟」「を創設するととも

に『ヨーロッパ合衆国』誌を発刊して

実践運動に乗り出したルモ石皿（Char－

les　Le享nonier）や，英・独・仏・伊・一

跡の5ヵ国からなる西ヨーPッパ共和

・国構想を提案したコントらの統一思想

に継承されていった。ここにわれわれ

は，かれの統一構想が，19世紀におけ

るヨー官ヅパ統合をめぐる思想的展開

を準備する先導的な理念として，大き

な位置を占めていることを認あること

ができる。

　注

（1）この点で当初サン・シモンの弟子であ

　っだコントが，「かれの社会学理論の基本

　命題である「社会再組織論」に立脚して，

　ヨーPtッ罫社会の統一的組織化を構想し

一一一　44　一一一



　たのと極めて類似しているといえる。サ　　（5）Ibid．，　P．271．・

　ン’．シモシとコン．トとg学問的関連性に　　．．（6）lbid．；p．271．

ついては・A・・h・・JQh・・Bρ・・h・．5⑳　（7）・bia・，・P・　27・3・．、

翫勿。〃　45磁3吻碑’韻吻・（8）乃砿・PP・27・一375・‘A・・．丁β・・ち吻

　in　the　History　qf　Socialism　in　France．　’　cit．，．pp．　37－45．

London，．　Longmans，　1871．　pp．’ S8．一49，　（g’j　Gladwyn，　op．　cit：，　pp．　33L34i’A．J．

PP・62－81・（335・25－S153Yb）お鵡　　B・b・h，・P・ci・・，‘．PP，　’95－37．「

　高村忠成「オーギュスト・コントの政治思－

　想」〈『創価法学』第2コ組2号　昭和47

年1明PP・181－209・〉（z2二382）参照．’3、マ夢二二と青de．in一ッ競．、

（2）．この著書ぽ・（E・・r・・　qh・i・ies・d・・c・一H．

　de　’Saint－Simon・『．B・uxelles・F・・van　「「1一方，イ・女リ7統二運動と）指導者と）

　Meen・n・1859・3Y・1・一．（当館未所動）の第　、1人であわたマヅチー二は，民族解放

驚鷺離離縢漁；r量鰭倉獣帯謙欝

　Cbok，ξ彦砿，　eds．，Five　Viezels　b．n　Euib一’　で，当時のイ．タリアが置かれていた国

　pean　Peabe．　N6w　Y。rk，　Garlhnd　Publish一　　際的な被搾取状況からイタリア民族の、

　ing　In6．，1971．15gP．（当館未賭入1発注　　独立と統一を実i現する’ことの必要性を

　済）のなかにもリプリントされ℃旗標さ　．’痛感して，「＝急進的共和主義思想ぺと傾

れている・廊当館面面献でこの著　斜yてい？た・’かれは1831年に〈青年

　作をみるには，Frank　E・Manuel　and・　イタリア党（Youhg　Italy）〉と称する

・　Fritzie　P・　Manue1・eds・・Fプ6ηoん破。卿51・秘密結社を結成し，愛国叩網愉と根ざ

A・　4”’h・1・gy　of　ldeal　S・ci・・，i・…N・w　した磁続運動こ剰出したが，弾

　Yo「k・F「ee　P「ess・・1966・PP・269白275　・圧にあって失敗に帰ナるや，・かれは「

（335・2一M294f）にその一部カミ収録さ麺　・834年姐・5日にく青年ヨ．三二・境∫

P卿鰍・晶晶。1W脈畑V。r一図的礁続哩想を他のヨL　Pt・
1・gi。n・Gdl・。v’Fi、ch。。，・9・8．　PP．95．・、、／’．・儲国民にま、で浸透させると同時に・

（335お一S153　Y皿）やA，th。，　J。h。　B。。、h『∫この理念に基づくヨ順ッパの統一を

　の前掲書奉どを挙げることができる。　　．運動化す為ことに着手した。青年1一

（3）Manue1ρnd・Manuel，　qp・cit・s　P・269・’ @Pッパ党セま，愛国的共和主義め実現を、

．（4）・lbid；，　P：269・ttt　　　　　　、「　共通の．理想とする青年イタリア党，L青
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年ドイツ党，青年ボー1ランド党によっ

て結成され，のちには青年スイス党，

青年フラγス党，青年オTストリア党

をも糾合して，全ヨー比ッパ的広がり

を有する組織に成蔑していった。しか

し青年ヨーロッパ党の基本的性格は，

あくまでも各国の民族統一め実現を第

1の目標に掲げる急進的共和主義者の

集団であり・．「青年ヨー戸動8：掌協約．

・（Pac七〇f　Young　Europe）」が規定し

・ているように「自由，，平等事よび進歩

に対する同一の信念によって導かれる

共和主義者り連合体であって，兄弟の

ように連合し，結合する（第i条）」（2）

・団体であった。したがってそのヨー・一・・pt

’ッパ統一の目標は，・当然に，各国ρ共

．和的民族統一が完成したのちに追求さ

れる第2の目標として設定されざるを

‘えなかっttた。それゆえ青年ヨー＃》パ

党の掲げる9一一Pッパ統一像も明確さ

を欠き，Vヅチー唱も語っているよう

にジ単に「諸国民の神聖同盟」（3）を唱え

たり，「ヨvP．ッパの民主主義体制を連

1藩翰に組織する」（4）ことを理想に掲げ

る純度1で，連邦的匹統「し準のちに，ど

るような政治構造を選択し，どのよう

な社会・経済体系を構成しよう、とする

しのかといった具体的な問題についての

詳細な構想を提示するにはいたらず，

単に共和制的連邦政体の下に統一一・’“さμ

・た民主主義ヨyロヅパの建設という抽

象的なテーゼを示すにとどまった6

　結局，青年a．一ptッパ党は一応ヨ二

戸ッ零の統rを運動目標に掲げたもの

の，所詮民族的愛国団体の寄合い世帯

’たるの感を免れえず，やがてマッチー

二が青年ヨー官ッ5R党の本拠地であっ

たスイズから追放きれてPンドンに亡

命するや，指導者を失っで自然消滅す

るにいたった。また’・1　tFチー二自身に

あっても，祖国イタリアの独立と共和

制的統一を希求する愛国的熱情が先行

する結果・そのヨーPt，ッパ統一の理工

はどうしても色：寄せたものとならざる

をえなかった6このことはかれ自身が

・ヨー一・・Pッパ」銃一の政治的・宗教的中心

地としてローニマを想定しiしかも諸国

民間の指導者たる役割をイタ，yアが果

たすべきことを力説していたという事

実に照らし七み℃も首肯できるこどで

ある（5）。要するにマッチー』乏その青

年ヨーロッ零党に流れていた統一思想

は，’一言で言ってしまえば，愛国主i義

的民族主i義と，ヨ“一・Ptッパ連邦主義の

“奇妙な結合”からなりたっていたと

いえよう。，

注

（1）・IE．E．Y．　Hales，　Max2ini　and　the　Sec－

　ret　Societies’The　Mafling’of　a　MPth．

　Lgndon，　Eyre＆Spottiswoode，1956．

　　　　　　　　　　　　p．138．（923．245－M477h）　なお，マッ

　チー二が青年ヨー官ッパ党に係り合った

　行動と統一思想の展開については2Jbid・r

PP・136－153およびGwilym　q・G・i伍th，

　’Mazzini　：、ProPhet　of．Modern　EuroPe．

　New　York，　H6ward　Fertig，1970．　P．86ff．

　（未整理）に詳しい。

（2）　Ibia．，　p．　138．　、

（3）　Jbid・，　P・’ユ52・マヅチー1二はイギリス

　亡命中のユ852年4月に，’The　WTestmin－

　ster　R．eview誌に“The　Map　of　Etirope．
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　has　to　be　Re－made”と題する論文を寄

稿し，ヨー一　Pヅパの連邦的再編成の必要

　性を説いたが，この論文がマッチー二の

　『一同：ッパ統一思想を．解明するための唯

　‘の文献であるように思われる。当館で

　は1852年当時のThe　I」Vestminster　Re－

　wieZV誌を所蔵していなめ。：文部省大学

　学術局編『学術雑誌総合目録一人文科学

　欧文編・1967年版』「による限り，当時の

　雑誌の所蔵機関はわが国では関西大学図

　書館しかない。なおゴとの論：文は，Blanche

　Cook，　et　al．，　e4s．，oφ．　cit．，にも収録され・

　ているが，当館では未購入であるため，

現時点で閲覧はできなしも　・

（4）　Jbid．，　p．　139；’　Richard　Mayne，　op．・

　cit．，　p．　42．

（s）　Ren6　Albrecht－CaFri6，　oP．　cit．，　p．135；

　Lprd　Gladwyn，　op．　cl’t．，　p．　35．

4　ヴィクトル・ユーゴーのヨ」ロ

　ッパ合衆国論’

　、マッチa　；lt中心とする青年ヨ・‘一　Pt

ヅパ党の統一運動とヨーpッパ諸国の

ナショナリぎム運動とが混然一体とな

って運動の方向性を見失っている時，

フランスではさまざまな知的サークル

を中心に，幽ヨー官ッパ統一をめざす思

索と実践が細々と続けられていた（1）。

、なかでもユーゴーとブルードンの果た

した役割は，さきのサン・シモシやマ，

ッチー二に劣らず119世紀における代

表的な思想的営為として位置つげられ

る。

　＃一ゴーについての研究は，19世紀

のロ・一∵マン主義心学運動を支えた最大．

の詩人，小説家，劇作家としてのかれ

の文学的創作活動はいうまでもなt．く，

青年時代の自由主義から壮年時代の社

会主義への傾斜にいたる波乱に満ちた

政治生活にまで及ぶほど，幾多の成果

が内外で積み重ねられてきたが，しか，

しかれ㊧ヨv一一　P・、パ統合思想の展開に

ついて綜合的に研究された文献となる’

と，．当館の蔵書を調べた限りではほと圏

んど皆無に等しい。もっともとのこと

は，かれがヨー・ロッパ統合について論・

及する公式の機会が少なかったことに

加えて，かれのヨーPッパ思想の展開

を5レースするに必要な基礎資料に限

りがあるため；むしろやむをえないこ

とかもしれない。

　ところで，当館所蔵の文献から判断

してユ十ゴーh9　a・　一　Ptッパ統合につい

て初めて公式に官らの信条と理想を撞

賦したと思われるのは，1849年8，月21

日から8月24日「にかけてパリで開催さ

れた平和会議（q6ngrさs　de　la　Pai幻（2）

の開会演説においてであっだ！3）。亡の

時かれは会議の議長（副議長には反穀

物法同盟を組織し，自由貿易主義を標

榜して軍備制限による平和を主張レた

イギリ』スの政治家コブデ：ソ．，Richard

CQbden・．カ1選出された（4））に選ば：れ，一，

会議の期間中「ヨーPッパ合衆国（les

Etats－Unis　d’Europe）」の創造を散文．　ノ

的な表現を用いながら堂々と訴えかけ

た（5）。かれは「あなたがたフランス

人，Pt、シア人，一イタリア人，イギリス

人，ドイツ人，それにあなたがたすべ

てめ国民が，それぞれ独自ゐ特性と光
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輝ある個性を失わずに，ノルマソディ

やブルターニュやブルゴーヌやロレー

．￥やアルザろな：どすべての地方がフラ．

1ソスの中で溶けあっているのとまった

く同じように，高度な統二・体の中で緊

密に溶けあい，ヨ「ロゴパの兄弟愛を

・樹ち立てる日がやがてくるであろ

う。」と述べ，さらに「投票や人民の，

普通選挙，それにイギリスの議会やド

1イツの国会やフランスの立法議会に相

当する，主権を保持した大元老院（un，

grand　s6nat）が弾丸や爆弾に取って代

る日がやがて訪れるであろう。（拍手喝

采／）…二つの巨大な集団，すなわち

アメリカ合衆国とヨー一　Ptッパ合衆国の

出現を眼の当りにする日がやがてくる

であろう。（拍手喝采！）とれらの集

団は互いに向い合って，海を越えて手

を引っ張り合い，生産物や通商，産

業，芸術，精神を交流し，そして土地

tt �J拓し，砂漠を植民し，神の目の前

、で神ρ造りたもう天地万物を改良し，ト

而してすべての福利を引き出すために

人間の友愛と神の力という2つの無限

の力を結び合わせるであろう。．（長い馳

拍手喝采／）」（6）と叫び，会議列席者に

深い感動を与えたといおれる（7）。・この

平和会議がもたれた1849年といえば，〆

フランス国内では前年の二月革命に続

く第二共和制の発足も，二月革命の主

動勢力であった産業ブルジョアジーど

社会主i義的共和制を志向する労働者階

級との対立が深刻になるにつれ，共和

．制の基礎を固めないまま，ユ2月にはル

イ・ナポレオン（ナポレオン三世）・が

共和国大統領に選ばれ，第二帝政の復

活をねらった反動的策動に狂奔するな

ど，政治的にも社会的にも混乱に明け

暮れた年であらお。一方，他のヨ“P

ッパ諸国でも，典型的な市民革命であり．

“新しきフラソズ革命”でもあった二

、月革命の成功は，長い間ウィーン体制

の栓桔に坤如していた諸民族の独立運

動と統一運動に一層のはずみを与え．，

“諸民：族の春（Printepnps　dds　Peuples）”

と呼ばれるように，その後の民族主義

．時代の開幕を予告する事件となった。

　1845年以来，上院議員として政治生

活に身を投じるようになったユrゴー

が，このような混沌とした状況の中で

旧勢力による支醇の継続に矛盾を感

じ，ヴィーン’体制を支えた王侯勢力に

代って∫労働者，農民，産業ブル諺ア

ジ」らの新興市民勢力の支配する諸共

和国の連合を構想したとしても不思議

ではなかった。実際に，かれの政治生

活中に書かれた政治評論や演説をみる

と（8），かれの政治思想は明らかに共和

主義的社会主義の影響を受けながら，

言論の自由と普通選挙の実施を強調す

る一方で，ポーランド独立運動を支持

するなどナショナリズム運動にも幅広

い理解を示してい1ヒが，平和問題につ』

いても「平和宣言」（9）を発して‘‘自由”

と‘‘人間性”に裏づけられた平和の確

立を訴え，時には‘‘普遍的共和国”の

出現を夢見る詩作を残したりした（10）。

　ところで，1851年12月2日ルイ・ナ

レポオンによるクーデターが発生する

一や，・かれは共和派のカルノーらと抵抗．
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委員会を組織したため，12月9日国外追・

放の措罹を受け，以後18年間の長きに

わたり英仏海峡のゲルヌゼ川島で亡命

生活を遷ることとなった（11）。亡命中の

かれは政治生活に没頭して文学活動か

，ら遠ざかっていた亡命前の生活から再

び著作活動に専念するようになり，こ

の間かれはナポレオン三世を痛烈に批

判した『懲罰詩集（jLθ5　Chdtimehts）』

やr静観詩集（Les　ContemPlations）』

を著わし，さちにはかれの不出世の名

作といわれるrレ・ミゼラブル』を発表

して，人道主義にあふれた数々の作品

を書き上げた。また亡命中の身であり

ながら専制政治を嫌悪し，自由と人間

愛に根ざした戦争なきil・一Pジパ社会

の建設を希求するかれの熱情と行動

は，亡命前にも増していよいよ高まっ

ていった。そしてメキシコ戦争の失敗

や漆塗政策の相次ぐ後退に象徴される

1ラランスの対外威信の失墜と，国内に

おける経済不況やボナパルティスムに

対する自由主義的な改革要求の高まり．

など，、ナポレオy三世による第二帝政

の支配体制もようやく動揺の兆しをみ

せはじめた1869年，すなわち普仏戦争

の前年の8月24日に，ユーゴーは〈平

和と自由4）ための国際同盟〉の中央委

員会から，スイスめμ一ザンヌで開催

予定の平和七重（Copgrさs　de　la？aix

，a：Lausanne）の議長をつとめてくれる

よう要請され，．これを快諾した。かれ

は愛人のジュリエットや息子のフラン

シワ＝ヴィクトルなどを連れて仁一ザ

γヌにお・もむいた（12）。Pt　一一ザンヌ平和

会議は9，月14日から18日までの5目間

にわたって開かれたが，かれはPt一ザ

・ソヌに向う途中ブリiッセルに立ち寄・

り，9月4日に当地で演説を行ない，

冒頭からいきなり’「野爪ロγパ合衆国

の市民同志あ諸君！」と呼びかけ，熱

「っぽい調子でヨーロッパ連邦共和国の

創設に立ち上るよう訴えかけた（13）。こ

の時のほとばしるようなかれの情熱的

感性は，9月14日の平和会議め開会演

説で見事に昇華し；圧綱からの解放こ

そ平和め前提条件なりと絶叫するかれ

の声は，没落の淵に立ったナポレオン

三世に対する追悼の前奏詞を思わせる，

、ものがあったどいわれる。「われわれ

は平和を欲する。われわれは激しくも

断固として平和を求める∵…・しかしわ
’L

otわれはこの平和をどのようにして希

求しようとするのであろうぷ。あらゆ

る代価を払っ℃求めようとするのであ

ろうか。われわれはそれを無条件で追

求するのであろうか。否ジそうではな

い／……われわれは専制主義の下での

平和を求めていのるではなレ・。また鞭

や王杖の下での平和を求めているので

もない。平和のeeL一の条件，それは解

放である／　この解放めためには，．そ

れこそ至上のものたる革命が必要なの

である。そして，恐らくジ鳴呼／一最

後の戦争が必要なのである。……われ

われは偉大なる大陸の共和国を欲し，，

ヨーbッパ合衆国を希求するものであ

る。自由，これこそが目的であり，平

和はその結果なのである」（14）σ開会漬

説でこう語ったユーゴーは，一閉会演説
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　‘でそめ二合構想をさらに発展させ，’自　　．・U・P・，1946・　PP・　149－isQ・（928・4－H8959）

　　由と平等と博愛の理念た基礎づけられ　　（3）（Eu？y「es　ComP14tes　de．　’一VictQr　Hugo：

　　た社会主義の実現とヨe・Pt憂、パの統二’tt　Actes　et・Pa「o！es・」・　Avant，1’ecil　1841

　　とは矛盾しないと・翻しながら，「栗　一1851・Ed’t6・摯daエ’b「4irie　Ollep一．

、和制と社会蟻とは一つなり，／」と断　・d・・ffl　P・・’・・Albin　M’・h・1・lg37二・・，7113

　　乱てはばからなかった（．！．・・．、このよう　（KR158”26）・なお・Gladw・nによる4・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「マッチ“一・aを中心として組織されたパリ
　、に社会主義社会のイメージを前面に押’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平和会議が1847年に開かれたとされ，議
　　：し出したヨー．ロッパ統合像は・1849年　・　長として¢逼」ゴーの開会演説の二部が・

　　ρパリ平和会謙当時に比べると一層鮮　　ttt引用されてv〈るが∴そ：の内容は上記ユ停

　　騨浮び上？ており・9こにかれの社∫・、‘ゴー全集に収鍵れた幽・849年の・・、桧議

　　会主善思想への決定的な郵船を窺い知、．：の開会演説とまったく同一であることか．

　　る1と．とができよう。　　　　．、　　　　　ら推測すうと，1847年に開かれたとする・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gladwyn　’の記述曝恐らく誤りであろう

　　慮こ一・・＼一tt　－t　’（G1・dwyn・・P’．　cit．…35）・・aたB1…h・’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cook，　et　al．，　eds．，．0かcit・の出版予告
・・ i1）t／・t例えば，J・P・Buchezは1831年にパリ

　　逃E。。。伽畿創刊してキリス轍社．・／に燭と；添書曝劣れて鴨ユーゴ

　　　Consid6rtintが、ra’．vロジパセこおむる最：　　初Q平和会議は・、当初フランスでの開催・

　　　繊と究極的軸伽加。伽G・伽　’予定が方．墜の国内縮力’ら日の目を

　　　¢Z詔鷹飾・附語E勿吻・）』（・e－1斌1848年にブ…セル欄催され

　　　灘鵬讐照門二甕”1・言士瓢轍糟瓢趨，
　　　噛三三灘提唱P－kb’L・た∴¢fe．1会謙刈では開暗れなカ1つたことに
　　　d。dwy。，。P、．、i・．，　P．　35．’t　，．t、・　　なる・・f・　G「ant・op・cit・・P・150・’、、

　　（2）1万国友愛連盟の創設者であるアメyカ　、・（4）．・コデデンの軍備制限に基づく反戦平和・

　　、人．　Elihu恥rritt’ど官ソドジ平和協会の’　　論について1＊，　Riψard　Cobden・・The

　　　鶉嚴’H・n・y　Ri・h・・4紳・嘩なわ1一．　I　P6勘・Z聯・噸・げR吻・4ρ・bd・n・

　　・「細の平和面恥「・，5・・人露礁あ燗．・．V・1・、・・〔4・hEdi・i・叫・nd・h・、T・Firh…　’

　　　、かれた．ζの時フラ幽での開山親・．Unwi・・1903・PP494－216・，．（308・C655P）

　　　髄ために騨た嚥土識入と　錨ガデン旧時・rL吋の平
　　　7ラソ駄では恥ilゆG頭di＃珀．穐支え湧抑衡の実齢‘1擢と呼’』
　　「・由貿易主義者≧して著名’fs．　H6・ac6　SqY・1　　び」均衡原理に贈る平和保障の原ttとし

　　　Mi・h・1Ch・v・1i・≠，F・B・r・i…らであっ　t　tて・一両パ連合の糖を明らかにして

　　　・泥。’cf．　Ei！i・ゼ殖♂Gr即｛∴7偽r　cdreer　　lおり・当時の自由貿易派め草和観を代表

　　　ガ吻・・磁9・二6ゆid・e・　Hq・va・d．・す聯と・ヤ興味深い諏贔・・P’L199ff’一

　　　ト』　　　　　　　　　　　　　　　　一’50一



（5）　（Euvres　Comp（ates’de　Victor　Hugo，・　．

OP．　git．．，　pp．　・’267－273．・

（6）’．lbid．，．　p．　269　ff．

（7）　Grant，　olS｝T　cit．i’　pp．　150－151：　．

（8）ユごゴーの政治評論およびその政治思

想の展開については，（E癬・・c・mPletes‘

，’

р?@Victor　Hugo：．ChoSbs　Vues．．　2toM

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．IEdit6　paf　la　ILfibrairie　OllendoTfi．　．　Paris，

　Albin　Miche1，1913r　2冊（K：R158－25）；

、　Victor　Hugo，　The　MemoirsげVictor

　Hugo．　Translated　by　John　W．　Hard－

　ing．　Londdn，　William　Heinerhann，1899．

　404p．（154「253）および，「Victor　Hugo’s　．

．　Jn’

狽?撃撃?モ狽浮≠戟@Au　tobiography；　Translated

　’by　Lorenzo’　O’Rourke，’　London’，　Fupk

．＆Wagnalls　Co．，．1907．　pp．・349－400ド

く183－35）；・R・9・・．S・1t・u，　F・・nch　P・li－

　tical　Thought　in．the　Nineteenth　Cen：　’

　’tury．　L6nd6n，　Ernest　Benn，　1931L　p．

　124　ff．　（3？“O．　1－S691f）；　Grant，　op．　cit：，’

　P・146　ff・に詳レい・∫

（9）　（Euwres　Comp12tes　de　“Victof　Hugo：

　qlzoses　Vues・，　．　II．　op．　cit．，　pp．　336－344．

（lo）　Selection“’　ChieLflsi　Lberical　from’the　．

　Poet’ical　Wbrfes　of　Victor　Htzgo．　Col一

　’le6ted　bY　Henry　L．　Williams，　London，

　George　Bell　＆　Sons，　1885．　pp．　163．・

　165．　’（56－67）

㈲　この間のヂーゴーの’政治行動とルイg

　ナ脚オンと噸係に？い℃は7輝「ヴ

ーt C．クトル・ユゴーの世界」　．〈r演戯』

　V6i．69，，No．9，1972年9月，　PP．6Q－64．〉「

　に詳しい。

⑱．辻超「ヴ｝グトル・iゴ臨吟世界」〈『学・

「な』 ｨ』ヤ61・7Q・No・3・．1973年3月lP．・67・〉

　（Z21i176）　・

（13）　・（Euvles　ContP4etes　de　Victor　Hugq・：　・

　Actes　et　Paroles，　ll，・Pendant’1’Exil

　　　　　　．　t
・1852二1870‘・Edit6　par　la：Libraifie　Ol・

lendorff．　Paris，　Albin．Michel」’　1938・Pp：　．　’．

　289－290．　（KR158－26）

（14）　Jbia．，　p．　291．

（15）　Jbid．，　pp，292－294．なお，，ti日ゴ＿レまPt

．．　vザン3平和会議の際・：スイろ市民を前

　に演説を行ない，「革命は共和制ゆらなる

　y　一一　Ptッパをもだらし，革命が連邦ヨ■一・・

　ゴッパの造出をもたらすであろう。無し℃

　て革命は単一：一tlこして不可分g）ヨー旨、・シバ

　を生み出すであろう。∫と述べ，’専制主義

1の打破を目的とする諸国民め結合4）必要

　性を力説している（lbid・，　PP，436－437）6

5　プル』ドンのヨー日ッパ連邦論

　ヰーゴーが文学者として，また政治

家・としてめ多彩な人生，5“ラマを演じな

がら∫社会主義的共和主義を制度的な

ド基礎とするヨー「kッパ合衆薗構想あ実

現にr場9）夢を追い求あている時r191

世紀フ・ラソスの生んだ最も偉大な社会

主義者ゐ　1・入であるプルードγは，経

済，．社会問題だけに限らず平和と戦争’

の問題にも深い関心を寄せ」1861年に・

r戦争と平和、（La「 艪U擁｛殖三和吻
’　Recherches　sur　！e　Pri．ncipe　et　ld　Con－

StitutiO7t　du　Drbit　des’G6η3）』1を著：

わしたのを皮切りに，i翌年にはr戦争

、と平和とは何か（Qu’est－ce・g諺la・

Gue7re一et　’ 撃п@l％伽2）』と、『連邦（制）

およびイタリアの統二（La』F躍碗一、

’tiO7Z　et　’1’　Unite”　en　・ltαlie）』』を発行し、tt．

．たのち，・　1863年にはr連邦主義の原理r

および革命党再建の必要性について’、

（1）u”Principe驚4如’び砂46、　la、

＝一’ T1　一一



IVgcesslte’　de　Reborpstit’　uqr　le　Parti　de

♂α画同源）』．を著わした（1）．rこ

れ．ら一連の著作の、うち，わけても’r連「

邦主義の原理について∴…』は，恐ら

くヨ」官ッパで最初に連邦主義の概念

を体系的に規定した著書として大きな

反響を巻きおこすとともに（2）1多くの

ヨーロッパ連邦主義者にとって欠かす

ことのできない教科書的な手引きとな

つ、た（3）。かれはこの著書のなかで，か

れの構想する運邦的統合体制ρ輪郭を

．規痒して，「連邦制度は行政的，統治

的な中央集権制とヒエラルヒーに対立

・するものであり，それは帝国的民主制

や立憲君主制，単二共和制とははっき』一

　p．区別される6」（4）と述づミ，さらに、「な

によりもリベラルな連邦制原理は第1

の必然性と．L“〈，、統合された1地方の行

政的独立性を含み，第2の必然性とし’

ては各主権国家における権力の分立を

、包含し，鎗3に理工連邦（f6d6・ati・n

agricole－inddstrielle）を内包するもの

である。…∵25年間にわたって仕上げ

てきた私のすべての経済理念は，農工

．連邦という3つめ単語に要約一され

るd」（5）と述べるとともに，ヨー官ッパ

連邦国家が成立’した場合の中央政府ど

地方政府とめ権限関係についてのニ一般

原則を述べ，またこの著書がかれる四

半世紀に及ぶ思索の綜合的結実である

ことを強調yている6・それと同時に注

無しなければなちないのは，かれのヨ「

、｝艇ッパ連邦論が，「農工連邦」、とい

う表現に象徴されているよう・に，機能

・：1主義的発想をも組み入れて展開されてa

いる点である。もつξも機能主義的発

想といっても，かれの場合はヨー廿ッ

パ連邦を実現する方法論として展開さ

，れてv｝るわけではなく』・むしろ機fiES

義的アブPt・一チと元来対立する方法論

であるはずの連邦主義的アブ三一・≠と

が未分化のまま混然一体となって折衷

されているのが特徴的である（65。

　さらにかれの統合観は，単なる戦争

購呼段としてのヨ噌・樋邦論
だけに終始することなく，そこに嫡プ

Pレタリア階級の連帯を前提とする国

際社会主義㊧モチS・・一・・フも投影されてい

た。この点で，同じよう・に社会主義ヨ’

一一・Ptッパの建設を理想とした＝．　一一ゴー

のヨ・」一　Ptッパ合衆国論と比較してみる．

と，ユ」ゴーの統合観がどちらかとい

えば諦理性に乏しい情緒的な統合イメ

ージに支えられていたのに対して，プ

ノセードンのそれは資本制社会に内在す

る諸矛盾を止揚し，労働者階級の支配

する搾取なきヨーPッパ社会の新しい

上部構造をかれ独自の無政府主義思想

によって理論化した点で大きな質的差．

違を認めることができる（7）。』

　ともあれ，この著書でみる限り’pブ

ルードンは過度の権力集中がもたらす

自由からの疎外と圧制の可能性を排除

し；市民の基本的自由．を最大限に保証

するたφの韓．も苅果的な手段として，

ルソーの社会契約論を採り入れた政治

層群の観念を運邦論と導入し，中来権

力の分散化による＝一ミュー1ソ的な自治

政府間の連合体系を構想していたとい，

える（8）。，
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　いずれにしても，この著書はブルー

寵ン自身が認めているように本来両立

不可能な棚i念である“権力”と“自由”

乏いう絶対物の綜合をめざして書かれ

たものであり，かれはこみ著書を著わ

すことによって，将来のヨー・Ptッパの

運命と進歩した文明社会の到来を賭け

たのである。しかし，ブルードンのヨ

ーロッパに関する著書も，かれの注い

だ学問的情熱の深さにもかかわらず，．．

一部の社会主義者や共和主義者のなか

でヨーPtッパ統合を志す人々に影響を　・

与え牟ほかは・現実政治の展開に直接・

的なイ：ソパクトを与えるという，ことは

なかった。またビスマルクの登場以降，

危機的様相を深めつつあった四仏関係

を対決的な局面から宥和的な局面へと「

転回させるべく，ライγ河を自然的国

境線として双方が認めあうなかで∫両

国間の永続的な和解の条件を探り出そ

うとして執筆し，かれの死後1867年に

出版されたrフラソズとライシ河

（Franee　et　’　Rhin）』（9）も，両国の国力

と国民意識が四仏対決の方向に総動員

さPtつつある状況下にあっては，ほと

んど好意的反響を呼び起こすことはな

かった。

　こうして19世紀におけるヨー一：・Ptッパ

統合運動は1知的サークルを中心とし

た一種の平和運動，「もしぐは思想的な

啓蒙運動として展開されていった。’し

、かしそれは，民族主義の高揚と帝嗣主

義時代の開幕にともなって，ナショナ

リズムの精神的基礎に支えられた国家

　理性の理念が・冷寒主権の絶趨性を正

　当化する政治倫理として，実際抜治家

・の患想と行動をますます輩固に規定し’

　古いくような時代環境にあっこ（は，現

1案政治とは無縁のユ・一トピア思想とし

　てしか認識されず，ましてやそれが反

体制イデオPt廿日としてめ社会主義思

想に底礎された運動として機能す為限

　り，体制化ざれた民衆にまで幅広く認

識されるのを期待するのは困難であっ

た。実にヨーロッパ統合運動が保守的

な政治家を＄含み，しかも広範な：大衆

をも包み込んだ政治的ダイナミズムに

富む運動として開花するには，26世紀’

における．2度の大戦を経験遡慧ら

なかったのである6　　　一

　　もちろん。it／世紀の属国踊歩パ統合，

思想といっても」ここで触れた思想家

や；文学者だけのものに限られるわけで

はない。例えばドイツではフリー／ドリ

　ッヒ・リストの関税同盟論やブイマ’ン

の統合論なご急ぐ情趣腿案され℃

いた（10）。しかし19世紀の統合運動の一

番の弱点は，これらのすぐれた構想が

単なるプランの「提案だけに終ってしま

い運動での行動性がともなっていなか

ったことである。19世紀演ヨー戸ッパ

統合運動にとって不毛の世紀であった

といわれる理由の一部は，、恐らくこの

点に求められるのでは1なかろうか。

　注
（1）当館ではこれらの著書のいずれも所蔵

　していない。これらの著書は，1959年に

　発行されたプル“tfン全集⑱新版の二部

　に収録されており，当館整理部編『薪収

一S3副



　　　　洋書総合三二・・．196b』によ．る≧・即下Q・3tt　統合＝＝政即詰同体化’を達回する予備的段　・

　　　．、機関でこφ全集のユ．部を1所帯しでいうこ　　　階とレて1政治・外交・国防など、国家主：

　　　　と炉確認さ1れるgP％費∫漉ψ6彫4遊α季び∫　　　権の中核であう政治的領域で璽統合を避，

　　　驚臨欝瓢鑑「．1聯繋欝篇雛響
　　　　・fralie．丑。。。。2・、飾。漁a，i、，∫・Marcel　・この方法的基降輝硫のをさ・4ギリ、

　　　・　”Riv’i6’・e，’・i959．6・7，．（伍・…吻助・・』’スの鮫官で劾1・濃難群者でもあ

　　　　如鳳P・6・4瞬N・uv・116　6di・i・n．’）　逸ミ｝ラ＝’一である・・cf・・David　Mit’

　　　　・（鵬蝉図書館，慶応大学図論罪）’　・any．・　A　W・翻g　P6・68融6彫∵肋－

　　　　Du　”EP．fin6ipe’・FedglhZif．’et　”（Euvres　’　4rgumenE．for　the一　Fun－Ctihonal　1？e2ye（op一
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